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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・患者様が転入になった際には、皮膚科処置の有無や指示がいつまであるかも確認すること。

＜患者様連絡事項＞
・田端　香織様～ご家族付き添いにて13時～17時外出に行かれている。

＜要注目患者＞
・川村　貞子様～自分本位な訴え、日課の遅れは目立っている。引き続き対人トラブル発生に注意してみていく。

・吉田　富秋様～左前額部、左眉頭上の疼痛、再出血はなし。体調についても問題と話されている。引き続き、転倒・転落に注意してみていく。

＜高橋Dr患者様診察介助＞
・飯岡　未来様～体調について、生理で気分が落ち込んで、声がしてみんなに嫌われないかと思うことがあるようだが、自らを評価するような言動もあり。引き続き、PSWと相談をして退院に向けた支援・調整をしていくよう指示あり。 

・川端　定吉様～一昨日前の21時頃脇腹が痛くなった。これまではなかったが痛くて眠れない時はあると話す。明日採血の指示あり。
　　　　　　　　またお盆外出・泊について本人・ご家族と相談して調整するよう指示あり。
・井上　和美様～雷。怒って人を責める、こったにやせて骨皮になって、記憶力なくなっているばかにされる、顎も外れた…等一貫性のない訴えあり。活動性は増えている事から、刺激を受けて落ち着かなくなるようであればバルプロ酸Na増量を検討されるとのこと。

＜馬渡Dr患者様診察介助＞
・五日市　規様～診察の際体調について、「普通よりいい方です」と話す。外泊、退院後
の布団をどうするのか母様に連絡したが返信がないと話す。
※布団に関して以前GHで使用していたものを青山荘に届けて頂き、使用出来ない場合にレンタルまたは購入を検討予定。

